
語
り
継
が
れ
て
き
た
町
並
み
に

心
和
ま
せ

気
持
ち
ゆ
た
か
に

癒
し
を
感
じ

人
々
の
温
か
い
心
に
触
れ
る

訪
れ
る
人
た
ち
の
心
情
を

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
変
え

白
潟
だ
か
ら
感
じ
ら
れ
る

楽
し
い
旅
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す

SHIRAKATA

い
に
し
え
の
か
お
る

　
　
　
　
懐
か
し
き
情
景  ―

―
―

―

天満宮前より商店街を望む　明治三十年代

歴史と文化に出会える

街
歩
き



START

❶❶

AA

BB

CC

DD

EE

❷❷

❸❸
❹❹❺❺ FF

❻❻

❼❼

❽❽ ❾❾

長満寺

売布神社

ボートピア
松江

出世稲荷神社

やよい駐車場

みずほ銀行

山陰合同銀行

白潟公園

白潟ギャラリー

出雲ビル

西光寺

本龍寺
善導寺

慈雲寺

久成寺

妙興寺
龍覚寺

宗泉寺

松江大橋 大橋川

宍道湖

展望台

籠の鼻
源助柱記念碑

●
新屋

（滝川家跡）

スティックビル

アゴン小路

小谷屋（持田
屋）

小路

ナダコン小路

座頭小路ミオヤ小路

左
近
小
路

伊予屋小路

五器屋小
路

花屋小路

佐田屋小
路

井戸（出世）小
路

肥後屋小
路

来海屋
灘通り

榎小路

八軒屋町

白
潟
本
町

魚町

和多見町

北寺町

コース周辺の
オススメ ＳＰＯＴ

　このコースは、城下町当時の繁栄と町人の息吹を体感します。国産物の商いに従事した廻船問

屋や豪商たちの住居とともに、庶民が歓楽遊興し、生活した裏長屋や小路を巡ります。

　大橋付近から売布神社にかけての大橋灘は、もともと漁師の家が点在する寂しい場所で
した。築城後、松江の玄関口として舟の出入りや荷物の積み下ろしで大変な賑わいととも
に、歓楽遊興の町となりました。売布神社は、航海の安全や商売繁盛の祈願に多くの人び
とが参拝しています。
　大橋南詰の八軒屋には、他国問屋、宿屋や廻船問屋、酒屋などを兼ねた「なんでも屋」
がありました。
　白潟本町通りは、森脇家（大森）を代表とする松江屈指の豪商たちが住んでいました。
彼らは廻船問屋として国産品を主に大坂方面に送り、帰りは他国産品を買い付けて藩内で
販売するなどして巨万の富を得ました。
　本町通りからは、宍道湖にぬける多くの小路が残っています。かつての灘辺には豪商や
廻船問屋の居宅や蔵屋敷とともに、奉公人や町人の住む長屋がありました。路地裏の生活
は、夜明けより野菜売りや薪売りなどのかけ声で一日が始まりました。
　こうした庶民の息吹が体感できるコースです。

一
、
水
辺
と
廻
船
問
屋
を

　
　
　
　
　
　
　

巡
る
コ
ー
ス

古
い
に
し
えの

賑
わ
い
と
庶
民
の
息
吹
の
体
感
を

基点：スティックビル　距離：1.5㎞／所要時間：1時間

ウエダのワッフル　和多見店
松江市和多見町76　☎0852ｰ22ｰ1203
定休日／日曜日

カスタードクリームはしっとりとした味が
あり、大きさ・値段・甘さも手ごろです。

山陰合同銀行本店ビル展望台
地上75ｍの展望台から松江市が一望出来
ます。

※●は現在その場所に現存していない建造物等を示しています。

二



白
潟
本
町

森脇家屋敷

八軒屋町松江大橋

和
多
見
通
り

C風流堂
（江戸期　廻船問屋 伊野屋）
　明治23年創業のこの店は、大
名好みの「山川」を復活させた老
舗です。
　７代藩主松平治郷（不昧公）が
詠んだ歌の「紅葉の山」を「紅」
で、山川の「水」を「白」で表現
したと言われています。
　現在は寺町本店（P11）

F源助の碑・深田技師の碑
　源助は、大橋架け替え工事に際
し、水神の怒りをなだめようと人
柱となりました。おかげで工事は
順調に進んだといわれています。
　深田技師は、昭和の架け替えの
際、現場で指揮をとっていました
が、事故で犠牲となり昭和の人柱
と言われています。人々は感謝と
親しみを込めてこのふたつの碑を
大切にしています。

B市民ギャラリー
　山陰合同銀行は、本店施設を
所蔵品のギャラリーとして一般
に公開しています。昭和28年完
成の際、地下には白潟の名の由
来である白っぽい砂が掘り出さ
れています。

E売布神社
　「出雲風土記」にもその名のみられる古代からのお社です。
　中世以降は、別名「白潟大明神」「橋姫大明神」とも称され、一般の
人々からは、親しみをこめて「白潟さん」「橋姫さん」と呼ばれていま
した。

A出雲ビル
　昔の洋式風の姿をそのまま残している建物。
　出雲益良がヨーロッパから帰国後に建築され、西日本一帯を対象と
する醤油やビールの卸問屋として利用されていました。地下には松江
初のサロンがあり、当時の洋風モダン文化の象徴的存在でした。大正
14年４月落成。

D森脇家（大森）
　江戸時代に大きな廻船問屋を
営んでいた「森脇家（大森）」の
屋敷がありました。アーケード
の通りを含んで、土地の所有者
は変わっていません。新屋や肥
後屋と共に、「ろう」を大坂方面
に運ぶ藩の御用廻船問屋として
発展しました。

❶
ミ
オ
ヤ
小
路

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
小
説
「
だ
ん
だ
ん
」

の
松
本
そ
ば
や
が
あ
っ
た
通
り
で
す
。

中
町
（
白
潟
本
町
）
か
ら
宍
道
湖
に
向

か
い
歩
み
を
進
め
「
ヒ
コ
ヤ
小
路
」
を

抜
け
る
と
「
籠か

ご

の
鼻
」
と
呼
ば
れ
る
宍

道
湖
の
灘
に
当
た
り
ま
す
。

❷
座
頭
小
路

　

江
戸
時
代
に
盲
目
の
人
た
ち
の
集
会

所
が
あ
っ
た
所
で
、
藩
に
よ
り
生
活
は

保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

五
代
将
軍
綱
吉
公
の
頃
に
幕
府
が
鍼は

り

灸き
ゅ
う、

按あ
ん

摩ま

な
ど
の
医
療
活
動
へ
の
参
加

を
許
可
し
ま
し
た
。

　

座
頭
小
路
は
、
今
で
い
う
福
祉
行
政

の
先
駆
け
を
成
す
施
設
が
あ
っ
た
場
所

と
い
え
ま
す
。

❸
和
多
見
町

　

こ
の
地
は
宍
道
湖
岸
や
寺
町
よ
り
古

く
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

地
名
の
旧
「
和
田
見
」
の
由
来
は

「
和
田
み
ゆ
る
と
こ
ろ
」
つ
ま
り
一
帯

が
海
で
あ
る
「
和
田
津
見
」
と
す
る
説

が
あ
り
ま
す
。

❹
八
軒
屋
町

　

こ
の
町
の
由
来
は
、
お
城
が
富
田
か

ら
移
城
し
た
際
に
八
軒
の
他
国
問
屋
、

八
軒
の
宿
屋
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
他
国
問
屋
、
宿

屋
、
酒
屋
な
ど
を
兼
ね
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
主
体
は
舟
宿
で
し
た
。
他
国
者

を
警
戒
し
て
、
こ
の
地
に
限
っ
て
他
国

者
の
宿
泊
を
許
可
し
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
松
江
の
玄
関
と
し

て
栄
え
て
い
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て

下
さ
い
。

❺
籠か

ご

の
鼻

　

こ
の
場
所
は
水
の
流
れ
が
速
く
土
地

が
削
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
挙こ

ぶ
し

大
の

石
を
詰
め
た
竹
か
ご
（
蛇
籠
）
を
沈
め

た
の
が
地
名
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。

❻
井
戸
（
出
世
）
小
路

　

小
路
の
中
程
に
大
井
戸
が
あ
り
ま

し
た
。

　

多
く
の
大
商
人
や
芸
術
家
を
輩
出

し
た
と
こ
ろ
か
ら
出
世
小
路
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

❼
佐
田
屋
小
路

　

小
路
の
入
口
に
は
旧
藩
時
代
か
ら
船

問
屋
と
為
替
方
の
扱
い
を
兼
ね
て
い
た

佐
田
屋
六
右
エ
門
の
邸
宅
が
あ
り
ま
し

た
。

❽
肥
後
屋
小
路

　

肥
後
国
か
ら
移
り
住
ん
だ
と
い
わ
れ

る
肥
後
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
広
大
な
施

設
内
に
は
ハ
ゼ
ろ
う
の
製
造
か
ら
貯
蔵

ま
で
の
施
設
が
あ
り
、
又
廻
船
問
屋
と

し
て
大
き
な
利
益
を
あ
げ
ま
し
た
。

❾
榎え

の
き

小
路

　

小
路
の
奥
に
は
一
本
の
大
き
な
榎
と

共
に
大
井
戸
が
あ
り
、
荒
神
が
祀
っ
て

あ
り
ま
し
た
。
良
水
の
井
戸
水
は
、
豪

商
伊
予
屋
や
滝
川
家
の
酒
水
と
し
て
、

水
桶
を
担
っ
た
若
者
が
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。
近

く
の
魚
市
場
は
出
入
り
す
る
人
々
で
大

変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

白
潟
の
息
吹

爽
や
か
な
白
潟
の
香
り
に
包
ま
れ
て

三

一、水辺と廻船問屋を巡るコース



北寺町

和多見町
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START

長満寺

出世稲荷神社

山陰合同銀行

白潟公園

白潟ギャラリー

出雲ビル

西光寺

本龍寺
善導寺

慈雲寺

久成寺

妙興寺
龍覚寺

宗泉寺

松江大橋

宍道湖

大橋川

展望台

源助柱記念碑

スティックビル

アゴン小路
ナダコン小路

座頭小路

伊予屋小路

五器屋小
路

花屋小路

佐田屋小
路

井戸（出世）小
路

肥後屋小
路

来海屋
灘通り

榎小路

八軒屋町

白
潟
本
町

魚町

新屋
（滝川家跡）

二
、
商
売
繁
盛
と

　
　
　
　

開
運
お
か
げ
コ
ー
ス

　白潟本町を中心とする一帯は、松江開府に際し町人の町として町割りされ、以来近年ま

で豪商が軒を連ねる経済産業の中心地として栄えてきました。一帯に残る小路名には、こ

うした大豪商の屋号を冠したものが多く、中でも他国名の屋号が多いことが目を引きま

す。そしてこの地には、広大な屋敷跡と共に多くの地蔵さんや観音さんが見られ、海運水

運の利を駆使し全国に名を轟かせた大商人の願いや苦労、生き様等にも触れることができ

ます。

　出世稲荷や久成寺の村
むら

上
かみ

喜
き

一
いち

郎
ろう

の墓、山陰合同銀行脇の出世小路等、開運と出世におか

げのある場所を多く巡ることが出来ます。

　このコースは、出世稲荷、出世小路等、開運や出世にご縁のあるところが多くあります。山陰合

同銀行の最上階より、白潟の街を見ながら大きく夢をふくらませて下さい。

信
仰
と
努
力

基点：スティックビル　距離：1.4㎞／所要時間：1時間

★松原祥子著「新屋太助の日記を読み解く」～新太大保恵日記～（刊行 松江市教育委
員会）なる本が出版されました。これは、江戸中期「新

あたらしや

屋」に奉行した「太助」の
日記を紹介したものです。当時は「おかげさまで」の言葉が頻繁に使われ、当時の
町の様子や庶民の暮らしと共に、あつい信仰心をうかがうことが出来ます。

★その昔、榎小路には榎荒神が祀られあつい信仰がありました。現在は天神さんの境
内にある厳島神社の横に祀られ、今も大切にされています。

★山陰合同銀行本店ビル展望台…地上75ｍの展望台から松江市が一望出来ます。

耳 よ り な 情 報

※●は現在その場所に現存していない建造物等を示しています。
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❶伊予屋小路
　スティックビル南側の通りです。
　松江開府時代に四国伊予国から移って来た
豪商、伊予屋とその借家がありました。
　明治時代に逓信所がありました。

❷井戸（出世）小路
　小路の中程に大井戸がありました。
　多くの大商人や芸術家を輩出したところか
ら出世小路といわれています。

❸肥後屋小路
　肥後国から移り住んだといわれる肥後屋が
ありました。広大な施設内にはハゼろうの製
造から貯蔵までの施設があり、又廻船問屋と
して大きな利益をあげました。

A久
く

成
じょう

寺
じ

　文明年間（1469～）に安来市広瀬町に開創され、慶長12
年（1607）堀尾吉晴公松江開府の際、現在地に移りまし
た。境内には「日本のスポーツの父」岸清一博士と「打出の
小づちを振る男」と言われ、藩財政改革に功のあった村上喜
一郎の墓があります。

B出世稲荷神社
　祀られているのは開運出世・商売繁盛・安産・学問の神様
です。
　出世稲荷の名称は、この稲荷に信心あつい人には成功する
人が多く、自然にこの社名が広まりました。

C長満寺
　天正５年（1577）広瀬に開創され、慶長年間

（1600）に松江の現在地に移りました。
　境内には小泉八雲と親交の深かった松江中学教
師、西田千太郎の墓があります。また名工小林如
泥作と言われるはしごが保存されています。

F梅 謙次郎生誕の地
　灘町に生まれ、フランスのリヨン大
学で法学を修め、論文「和解論」によ
り博士号を取得しました。帰国後、民
法・商法等の法典制定に力を尽くし、
東京帝大法科大学長、法政大学初代総
理、法制局長官など歴任し、わが国の

「民法の父」と称されました。
　明治43年（1910）ソウルで没しま
した。

E第15代松江大橋
　この橋は、明治24年に文
明開化の影響を受けて、白い
ペンキ塗りの鉄製トラスト橋
でした。市民には珍形大橋と
して評判が悪く、当時松江に
いた小泉八雲も木製の古い橋
を懐かしみ、大橋にまつわる
伝説を紹介しています。

D善導寺
　総本山知恩院の直末寺。松平直政公に従って信
州松本からこの地に移転しました。境内には地蔵
堂と稲荷神社が祀られています。
　地蔵堂には乳

にゅう

護
ご

地蔵と咳
せき

地蔵、名工荒
あら

川
かわ

亀
き

斎
さい

作
の白狐一対が納められています。

白
潟
の
心
音

い
に
し
え
の
人
々
の
さ
さ
や
き

　
　
　

ざ
わ
め
き
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す

村上喜一郎の碑を３回な
でるとご利益があるとい
われています。

◉
村む

ら

上か
み 

喜き

一い
ち

郎ろ
う

（
舎し

ゃ

喜き

）
碑

　

舎
喜
は
号
。
松
江
藩
家
老
小
田
切
備
中
尚
足
の
家
来

で
し
た
が
、
そ
の
才
を
買
わ
れ
松
江
藩
士
と
な
り
ま
し

た
。
藩
財
政
の
立
て
直
し
の
た
め
泉
府
方
の
設
置
を
進

言
、
御
趣
向
の
改
革
（
一
七
四
六
）、
御
立
派
の
改
革

（
一
七
五
〇
）
を
通
し
て
「
金
融
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と

し
て
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
松
江
大
橋
改
架
工
事
で
は
初

め
て
自
国
の
工
人
に
行
わ
せ
る
な
ど
、
商
才
に
長
け
た
理

財
家
で
し
た
。

◉
西
田 

千
太
郎

　

松
江
中
学
教
師
。
小

泉
八
雲
を
支
え
、
彼
の

残
し
た
日
記
は
八
雲
研

究
の
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◉
咳
地
蔵

　

昔
こ
の
地
の
戦
い
で
、

敵
に
身
を
隠
し
て
い
た
武

士
が
咳
が
原
因
で
見
つ
か

り
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

人
々
は
こ
の
武
士
を
厚
く

弔
う
と
共
に
、
そ
の
後
咳

で
苦
し
む
人
々
を
救
う
地

蔵
と
し
て
建
立
し
ま
し
た
。

◉
岸き

し 

清せ
い

一い
ち

博
士

　

松
江
市
雑
賀
町
生
ま

れ
。
旧
藩
士
の
奨
学
金
で

東
京
帝
国
大
学
法
科
を
卒

業
し
、
代
言
人
（
弁
護

士
）
を
開
業
。
主
と
し
て

民
事
、
特
に
外
国
人
の
訴

訟
事
件
に
優
れ
た
業
績
を

残
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
近
代
ス
ポ
ー
ツ

を
世
界
の
檜
舞
台
に
乗

せ
、
日
本
の
ク
ー
ベ
ル
タ

ン
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

五

二、商売繁盛と開運おかげコース



AA

❶❶
❷❷

❸❸
❹❹
❺❺

❻❻

BB

CCDD

EE

FF
GG

❼❼

❶❶

❷❷ ❸❸

❹❹

❺❺

NHK
松江放送局跡

NHK
松江放送局

白潟公民館

ウィステリア
天神

来迎寺

白潟天満宮

山陰合同銀行

白潟公園

白潟ギャラリー

出雲ビル

西光寺

本能寺
善導寺

龍覚寺

宗泉寺
スティックビル

アゴン小路
ナダコン小路

伊予屋小路

五器屋小
路

花屋小路

佐田屋小
路

井戸（出世）小
路

肥後屋小
路

玄関小
路（佐姫

通り）

浜小路

地蔵小
路

来海屋
灘通り

三味線
小路

大芦屋
灘通り

菅井屋小
路

来迎寺小路

観音小路

新屋小路

新
丁
裏
小
路

榎小路
START

白潟本町

天神町

天神町

灘町

魚町

基点：スティックビル　距離：1.4㎞／所要時間：1時間

三
、
地
蔵
さ
ん
巡
り
コ
ー
ス

健
康
と
安
ら
ぎ
を
求
め
て

こ
の
コ
ー
ス
は
、
水
運
で
栄
え
て
き
た
白
潟
の
人
び
と
の

「
お
か
げ
さ
ま
」
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　白潟には地蔵さん、地主さん、御
ご

輪
りん

さん、荒
あら

神
がみ

さん、観音さんが小路のあちこちに点在しており、その言い伝え

には築城以前のものも多く残されています。

　「地主さん」は、多くは人家の裏庭や小路の奥に、ほとんどは苔むした墓石か御輪とよぶ丸い自然石です。本

町、魚町周辺に多く見られます。

　地蔵さんは一尺ばかりのものが多く、場所は灘辺に限られており湖から漂着したものが多いといわれています。

　御輪さんは丸い石を積み上げてあり、武将の墓という伝えがあります。

耳よりな話

❶新丁裏小路　文政年間（1800年代）
❷ＮＨＫ前道路　明治の中頃
❸公民館西側道路　明治の初め

❹寺津屋前通り　昔の天神川河畔
❺新会館外構の石積みは江戸時代の護岸石

昔の湖岸を歩いてみませんか

六



D三
さん

宝
ぽう

荒
こう

神
じん

　かまど、水、家の守り
神が三柱で三宝荒神とい
われています。
　神木の榎

えのき

は、荒神さん
とお地蔵さんの間にあ
り、藁

わら

の「くちなわさ
ん」が供えてあります。
灘町大火の際は、三宝荒
神の辺りで火の向きが変
わり、荒神さんと共に周
囲の家々も助かりまし
た。又、幾度の水害にも
浸水を免れ、人びとは有
難い神様として大切に
祀っています。

❶花屋小路
　佐田屋小路の向こう側、
出雲ビルの脇です。ここに
は４、５軒ばかり２階建の
家が並んでいました。この
中ほどに地主神が祀ってあ
り、昔は地主講もあって賑
わっていました。
　龍昌寺の前身竜吟庵建立
した角新七（花本氏）にち
なんで名付けられました。

❷佐田屋小路
　ここは海士頭佐田屋仁
左エ門の借家が16、７軒
あったことから名付けられ
ました。小路の入口には、
舟問屋と為替方の扱いを兼
ねていた佐田屋の邸宅があ
りました。

❸来海屋灘通り
　灘町と魚町との境界にあ
ります。
　ここは諸国の陶磁器を積
み入れ、さらに出雲の陶磁
器を積み出す場所でした。
　木材や来待石材の置場と
共に、穀類等の倉庫もあ
り、随分にぎわった舟着場
でした。

❹三味線小路
　入口北角に亀井三味線屋
の借家が10軒ばかりあっ
たことから名付けられた小
路です。

❺玄関小路（佐姫通り）
　浜小路の北側２軒目から
北へ入り折れる小路です。
入口北角に梅謙次郎博士の
旧宅があり、同家の玄関の
横出口が小路の入口にあ
たっていたところから名付
けられました。

❻菅井屋小路
　本町にあった米穀商菅井
屋が借家をもっていたとこ
ろから名付けられました。

❼来迎寺小路
　白潟天満宮のすぐ北側に
ある来迎寺の入口が面した
通りです。地蔵祭りや和霊
さん、天神さんの祭りには
ところ狭しと屋台が並び賑
やかでした。

E灘
なだ

町
まち

稲
いな

荷
り

大
だい

明
みょう

神
じん

・
番
ばん

匠
しょう

祖
そ

神
じん

社
じゃ

　お稲荷さんは、もと肥
後屋の地主神でした。子
供の大好きな神様です。
火除けに霊験あらたか
で、火除稲荷大明神とも
いわれます。番匠祖神社
は、大工職の祖神です。
両社は明治後期、売布神
社に合祀されました。そ
の後、二度にわたる灘町
大火があり、人びとの強
い願いから昭和43年に
今の場所に遷座されまし
た。

F白
しら

潟
かた

天
てん

満
まん

宮
ぐう

　通称「天神さん」と呼ばれ、この神社の縁起
は悪七兵衛景清が、富田城中に菅原道真廟を建
てたことに始まり、のち堀尾忠晴が慶長12年

（1607）、富田（安来市広瀬町）から松江へ移城
の際、この地に勧請されました。それ以後、歴代
松江藩主の尊崇を受け、庶民の間でも学問の神様
として広く信仰されています。

Gおかげ天神
　白潟天満宮の境内にお祀りされています。
　おみぬぐいで頭を撫でることにより、ぼけ防止
にご利益があるといわれています。

A一
いち

畑
ばた

薬
やく

師
し

　肥後屋小路の湖岸側に、一畑薬師があります。
かつて肥後屋の中庭にありました。
　宝殿花立燈籠や、一丈ばかりの巨大な石燈籠も
あります。

B来
き

海
まち

屋
や

灘
なだ

の地蔵堂
　開府前から祀られていた地蔵さんです。明治
17年頃人びとの願いにより、現在の地に移転さ
れました。
　３体のうち中央の地蔵さんは、宍道湖からあげ
られたといわれています。

C灘
なだ

町
まち

佐
さ

姫
ひめ

通
どお

り地蔵尊
　６坪程の土地に地蔵６体、観音１体、三宝荒神
が祀られて随分にぎやかでした。
　地蔵さんは、あちこちから合祀されたもので
人々は平素から清掃や献花を絶やしません。１月
と８月に盛大に祭りが行われています。

白
潟
の
真
心

白
潟
の
心
の

向
こ
う
側
に
見
え
る

歴
史
の
重
み
を
感
じ

味
わ
う
場
所

七

三、地蔵さん巡りコース



EE

DD

AA

GG

FF
CC

BB島根県立美術館

袖師焼

円成寺 洞光寺

天神川

天神橋

如泥石の護岸跡

三谷家

釡甑方跡

●神谷下屋敷跡

●澤野修輔邸宅跡
（培塾跡）

信楽寺

正源寺

徳専寺

人参方跡

幸神社
久志母里神社

人参方門

作橋

嫁島橋

青柳楼跡

鳴玉楼跡

白潟天満宮

来迎寺

誓願寺

NHK
松江放送局跡

白潟公民館

宍道湖
天神ロータリー

来迎寺小
路

糀屋灘通
り

半平灘通り
神門屋小路

START

灘町
（大工町）

天神町 南寺町

幸町

横浜町

人参方

昭和町

NHK
松江放送局

　この地は、松江城下南西の入口に位置し、陸上・水上交通の

要衝であることから、家老三谷・神谷家の下屋敷がありまし

た。近くには町人町もあり、宍道湖岸に面した灘には、穀物、

野菜等、藩内の生活品を取り扱う舟着場がありました。この町

には宮大工、彫刻師、石屋、銀細工、塗り師、陶工等さまざま

な職人達が住んでいました。

　釜甑方は、奥出雲の鉄を原料に鍋や包丁、農具等の日用品を

加工して藩外に販売し、人参方の薬用人参とともに藩財政に大

いに貢献しました。

　江戸時代に活躍した名工小林如泥や蒔絵師勝
ぬるで あ ん こ う え い

軍木庵光英の生

家跡にも立ち寄り、さらに宍道湖岸を散策いたしましょう。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
松
江
藩
国
産
品
の
鉄
（
釜ふ

甑そ
う

方
）
や
薬
用
人
参
（
人
参
方
）

の
生
産
と
と
も
に
、
人
び
と
の
生
活
を
支
え
た
職
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
場
所

を
巡
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
秀
で
た
技
術
力
を
も
っ
て
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

と
共
に
、
藩
の
内
外
に
素
晴
ら
し
い
芸
術
作
品
を
た
く
さ
ん
残
し
て
い
ま
す
。

基点：県立美術館　距離：2.3㎞／所要時間：1時間30分

四
、
匠た

く
み

が
愛
し
た

　
　
　
　

灘
巡
り
コ
ー
ス

袖
障
子
「
麻
の
葉
陰
陽
透
彫
」

名
工
　
小
林
如
泥
作

　上野の国立博物館に所蔵されて
いる「麻の葉陰陽透かし彫り、袖
障子」。
　東京大崎の江戸屋敷にあった厚
さ18㎜の桐の板に透かし彫りを
行っています。
　高村光雲をはじめ沢山の彫刻師
がこの作品に驚嘆し、あこがれて
います。

国
産
品
と
街
の
中
の
芸
術
家

W56×D２×H150
東京国立博物館所蔵

八



C人参方
　この地には、1825年、薬用人
参の生産と販売を行う人参方役所
が設けられました。製品は貿易港
の長崎に送られて清国に輸出さ
れ、鉄やろうとともに藩財政に潤
いをもたらしました。多額の売上
げは、幕末の軍艦八雲丸や武器の
購入に充てられました。
　この近くには、日光から人参の
栽培技術を学んで帰った小村茂重
が祀った幸神社（猿田彦命の祭
神）、久志母神社（薬の守り神）
があります。

F玄丹お加代と鳴玉楼
　松江藩士の娘として生まれた

「玄丹お加代」は、目を病んだ父
を助けて芸妓となりました。幕
末に西園寺公望などの鎮撫使一
行が来松した折りには、豪放で
狭義心の強い性格で一行を接待
して、藩を難局から救いました。
　灘町の湖岸には、かつて「お加
代」が活躍した料亭の「鳴玉楼」
がありました。

G白潟公園
　白潟の町から湖岸に出ると、この公園から宍道湖に浮か
ぶ嫁ヶ島を西に望めます。松江開府以来、湖岸が何度か埋
め立てられて、昭和47年に現在の湖岸線になりました。
　水辺と美術館が融和し、憩いの場として多くの人々から親
しまれています。
　宍道湖に沈む夕日を見ながら自然を散策できる最適の
コースです。

B半平灘通りと如
じょ

泥
てい

石護岸
　横浜や白潟の地は、今日
まで何度も湖岸が埋め立て
られました。湖岸は灘と呼
ばれる舟着き場で、近隣で
生産された穀物、野菜など
を積んだ舟などで賑わいま
した。さらに湖岸には沢山
の如泥石が並べられてお
り、現在の横浜では、溝や
石垣の下などにその姿を見
ることができます。

E番匠稲荷（灘町大明神）
　大工職人が富田城時代から崇拝していた祖神で、いわば
匠の神様です。一時、売豆神社の境内に移されていました
が、白潟大火の後に、白潟住民の希望を受けて現在地に戻
りました。

白潟の芸術

D勝
ぬ る で あ ん

木軍庵・小林如泥生家跡
　藩主不昧公は小林如泥の作品を大変気に入り、江戸屋敷では如泥の
作品を来客に自慢して見せたそうです。
　更に宍道湖岸に並ぶ如泥石で地元にも沢山の作品を残しています。
　この地で生まれたもう一人の名工に蒔絵師・勝軍木庵光英がいま
す。椀、茶箱、香合などの作品は、江戸表でも高い評価を受けました。

A家老三谷家の下屋敷
　三谷・神谷家は代々松江藩の家老職を勤めて、それぞ
れの下屋敷がありました。武家と町人町とが混在して相
互に交流があり、町人にとっては身近な家老さまであり
ました。

白 潟 が 生 ん だ

　 　 芸 術 家 達 の 想 い を 感 じ ら れ る 場 所

◉ふそう方（釜甑方）
　松江藩では、藩財政の収入源として国
産品の生産と流通を統制し、鉄鋳物を生
産するふそう方を設けるとともに、鍋、
釜、釣鐘、農具などの商品化をはかり財
政の強化に努めました。

◉澤野修輔と「培塾」
　文政11年（1828）
雑賀町で生まれ、内中
原の儒学者雨

あめの

森
もり

精
せい

翁
おう

に
学び儒学を身につけま
した。江戸の昌

しょう

平
へい

黌
こう

へ学び、帰郷して私
塾「培塾」を雑賀町に
開きました。教え子に
は若槻礼次郎、岸清
一、梅謙次郎などの
有名人がいます。

◉大工町
　大工町は松江築城の際、富田城下
より随行してきた大工18名の屋敷
があった場所です。江戸時代中期に
活躍した、名工「小林如泥」はこの
地に生まれています。

◉袖師焼
　初代尾野友市が、明治10年松江
市上乃木に開窯。二代目岩次郎が袖
師浦の現在地に移しました。三代目
敏郎は島根を視察に訪れた柳宗悦に
認められ、次いで河井寛次郎、英人
バーナード・リーチ氏等の指導を受
け民芸陶器の窯として広まりました。
　昭和33年ベルギーのブリュッセ
ル万国博でグラ
ンプリを受賞。
　主な製品は、
花器、茶器、酒
器、和洋食卓用
品などです。

職人の手わざ耳よりな話

中屋万年筆店
松江市天神町83ｰ1
☎0852ｰ21ｰ2049

知る人ぞ知る万年筆販売・修理・調整の名店

九

四、匠が愛した灘巡りコース



START

スティックビル 久成寺宗泉寺

風流堂

三英堂

観音小路
新屋小路

来迎寺小
路

東河屋小路

彩雲堂

小原光雲生家跡

如泥居住跡●

玄丹おかよ
居住地

勝軍木庵生家跡
郡役所跡

白潟公民館 灘町
（大工町） 桂月堂

来迎寺

白潟天満宮

常教寺

明宗寺

圓照寺

出世稲荷神社

龍昌寺

全龍寺
中村茶鋪

ウィステリア天神

天神町

北寺町

南寺町

天神町

NHK
松江放送局跡

NHK
松江放送局

五
．
和
菓
子
と
お
茶
の

　
　
　
　

文
化
巡
り
コ
ー
ス

　松江藩では松平治
はる

郷
さと

（不昧公）（1751～1818）

の頃に100品を超える菓子がつくられています。

とりわけ不昧公縁
ゆかり

の「菜種の里」、「山川」、「若草」

は、自然の風情と融合した松江和菓子を代表する

ものとなり、主に士族や白潟・末次の富裕商人等

が食したと思われます。

　その後、廃藩による城下町の衰退とともに、銘

菓は姿を消していきました。

　明治になって、不昧公時代の菓子で最も早く復

元されたのが羊羹です。小泉八雲も味わい、妻セ

ツはしばしば進物用に購入したといわれます。

　明治後半には、山川や若草の銘菓が、茶の湯文

化を愛する風流人の集まり「どうだら会」の働き

かけにより復活されました。これは住民の中に深

く文化意識が熟していたためと思われます。

　大正から昭和初期には、不昧公百年忌、全国菓

子共進会の開催などを通じて、「松江和菓子」の

名が京都や金沢等とともに全国に知られるように

なります。

明
治
の
世 

お
茶
と
和
菓
子
文
化
再
興
の
地

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
藩
主
や
士
族
、
富
裕
層
な
ど
に
よ
り
育
ま
れ
た

和
菓
子
と
お
茶
の
文
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治
に
な
っ
て

一
時
衰
退
し
な
が
ら
、
地
元
文
化
人
の
支
援
と
職
人
達
の
努
力
に
よ

り
再
興
し
た
街
を
巡
り
ま
す
。

基点：スティックビル　距離：1㎞／所要時間：40分※●は現在その場所に現存していない建造物等を示しています。

十



白
潟
の
銘0

所0

0

白
潟
な
ら
で
は
の
昔
な
が
ら
の
お
店
や

和
菓
子
の
歴
史
や
伝
統
が
息
づ
い
て
お
り

当
時
の
町
並
み
が
立
ち
並
ぶ
古
町
を
代
表
す
る
場
所
で
す

松
江
の
和
菓
子

　

松
江
の
和
菓
子
は
、
全
国
的
に
有
名
な

も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
天
下
の
三
大
銘

菓
と
称
さ
れ
る
「
山
川
」
を
筆
頭
に
、

「
若
草
」「
菜
種
の
里
」
等
と
松
平
不
昧
好

み
の
銘
菓
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
「
八
雲
小
倉
」「
黒
小

倉
」「
路
芝
」「
柚
餅
子
」
な
ど
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

種
類
の
多
さ
は
、
茶
の
湯
が
盛
ん
な
こ

と
と
、
微
妙
な
味
を
利
き
分
け
ら
れ
る
繊

細
な
感
覚
を
持
つ
人
々
の
住
む
土
地
柄
に

よ
り
ま
す
。

　

味
は
抹
茶
に
合
わ
せ
る
た
め
甘
味
が
強

い
も
の
が
多
い
が
、
最
近
は
客
の
嗜
好
の

変
化
に
合
わ
せ
て
甘
み
を
控
え
め
に
し
て

あ
り
ま
す
。

松
江
の
お
茶

　

松
江
の
お
茶
を
語
る
の
に
必
ず
出
て
く

る
の
が
不
昧
公
（
七
代
藩
主
治
郷
）
で

す
。
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
茶
の
湯
を
楽
し

ん
だ
不
昧
公
な
く
し
て
松
江
の
庶
民
に
お

茶
文
化
は
根
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
天
下
の
名
器
が
散
逸
す
る
こ
と

を
見
か
ね
た
不
昧
公
は
、
茶
道
具
の
収
集

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
美
術
を
愛
好
し
た
不
昧
は
、

茶
道
具
に
限
ら
ず
工
芸
品
の
制
作
を
保
護

し
奨
励
し
、
著
名
な
職
人
と
多
く
の
作
品

を
輩
出
さ
せ
ま
し
た
。

❹
常じ

ょ
う
き
ょ
う
じ

教
寺
・
八は

っ
か
く
ど
う

角
堂

　

本
堂
東
西
の
欄
間
彫
刻
は
荒
川
亀
斎
の
作
。

　

名
工
小
林
如
泥
の
菩
提
寺
。

　

如
泥
の
百
年
忌
（
大
正
元
年
）
に
東
京
美
術

学
校
か
ら
贈
ら
れ
た
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

❼
若わ

か　

草く
さ

　

仁
多
産
の
も
ち
米
で
作
っ
た
求
肥
を
芯
に
、

若
草
色
の
寒
梅
粉
を
ま
ぶ
し
て
あ
り
ま
す
。
不

昧
公
は
春
の
茶
席
に
好
ん
で
用
い
た
よ
う
で

す
。
初
春
か
ら
晩
春
へ
と
緑
色
を
変
化
さ
せ
、

季
節
の
移
ろ
い
を
表
し
て
い
ま
す
。

❺
腰こ

し

高た
か

お
ぼ
ろ
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭

　

不
昧
公
が
好
ん
で
茶
席
に
出
し
た
お
菓
子
で

す
。

　

公
生
誕
二
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
お
茶
会
の
際
に
、
不
昧
流
大
円
会
の
先
生
方

と
共
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

❽
抹ま

っ

茶ち
ゃ

中な
か

之の

白し
ろ

　

松
平
不
昧
の
城
下
で
、
人
々
に
愛
さ
れ
た
お

茶
は
四
季
折
々
の
生
活
の
中
で
大
切
に
育
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

一
七
九
六
年
、
不
昧
公
が
中
之
白
と
命
名
、

先
々
代
が
明
治
後
期
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

❸
菜な

種た
ね

の
里さ

と

　

寒
梅
粉
と
砂
糖
を
使
っ
た
し
っ
と
り
と
し
た

落
雁
で
、
鮮
や
か
な
菜
の
花
色
に
焙
じ
た
玄
米

を
散
ら
し
、
菜
の
花
畑
に
舞
う
白
い
蝶
を
模
し

て
い
ま
す
。
家
老
の
命
に
よ
り
面
高
屋
新
四
郎

が
作
り
不
昧
公
に
調
進
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

❻
小お

原は
ら

光こ
う

雲う
ん

生せ
い

家か

跡あ
と

　

松
江
の
小
原
流
初
代
家
元
雲
心
の
長
男
。
名

は
光
一
郎
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
大
阪

に
旅
立
っ
た
父
雲
心
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
二
五

歳
か
ら
生
け
花
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
日
本
初
の
盛
り
花
展
を
百
貨
店
で
開
催
す

る
等
、
一
般
大
衆
に
生
け
花
を
浸
透
さ
せ
ま
し

た
。

❷
龍り

ゅ
う
し
ょ
う
じ

昌
寺

　

十
六
羅
漢
で
知
ら
れ
る
龍
昌
寺
に
は
、
小
泉

八
雲
も
興
味
を
示
し
た
石
像
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
あ
る
白
潟
商
人
が
娘
の
菩
提
を
弔
っ
て
建

て
ま
し
た
。
最
初
に
作
ら
れ
た
顔
は
荒
川
亀
斎

の
作
で
、
小
泉
八
雲
記
念
館
に
保
管
し
て
あ
り

ま
す
。

❶
山や

ま　

川か
わ

　

日
本
三
大
銘
菓
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。『
茶
禅
不
昧
公
』
の
中
で
「
秋
は
山
川
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
も
ち
米
で
作
っ
た
寒
梅

粉
と
砂
糖
を
混
ぜ
た
少
し
塩
味
の
落ら

く

雁が
ん

で
、
紅

白
二
種
類
あ
り
、
紅
は
紅
葉
、
白
は
水
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。

明治13年（1880）
　～昭和13年（1938）
小原流生け花二代家元

お買い求め先
風流堂
寺町本店　住　所／松江市寺町151
　　　　　電　話／0852ｰ21ｰ3241

お買い求め先
三英堂
住　所／松江市寺町47
電　話／0852ｰ31ｰ0122

お買い求め先
桂月堂
住　所／松江市天神町97
電　話／0852ｰ21ｰ2622

お買い求め先
彩雲堂
住　所／松江市天神町124
電　話／0852ｰ21ｰ2727

お買い求め先
中村茶舗
住　所／松江市天神町6
電　話／0852ｰ24ｰ0001

十
一

五．和菓子とお茶の文化巡りコース



START

❶❶
BB

AA

❷❷

❸❸

スティックビル 久成寺

長満寺

浄心寺

永泉寺

全龍寺

慈雲寺妙興寺
龍覚寺

常栄寺

西光寺
還来寺

本龍寺

大橋川松
江
大
橋

善導寺

売布神社

宗泉寺

風流堂
恩敬寺

三英堂

観音小路

新屋小路

来迎寺小
路

東河屋小路

彩雲堂

小原光雲邸宅跡
●

如泥居住跡

玄丹おかよ
居住地

勝軍木庵生家跡
郡役所跡

桂月堂

来迎寺

白潟天満宮

厳島神社

天神橋 天神川

常教寺

安栖院

西福寺

圓照寺

誓願寺

出世稲荷神社

ボートピア
松江

龍昌寺

出雲ビル

中村茶鋪

ウィステリア天神

CC

DD
EE

FF

GG

HH

FF

GG

白
潟
本
町

和多見町

北寺町

万代町

南寺町

昭和町

天神町
灘町

人参方門

人参方

幸神社
久志母里神社

六
．
神
仏
巡
り
コ
ー
ス

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
白
潟
が
誇
る
多
く
の
神
社
仏
閣
を
巡
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、

信
仰
篤
い
人
び
と
の
心
の
よ
り
所
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
に
は
大
き
な
神
社
が
三
つ
あ
り
、
二
十
八
の
お
寺
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
寺
に
は
松

江
開
府
の
際
広
瀬
富
田
城
下
か
ら
移
さ
れ
た
寺
、
開
府
以
前
か
ら
現
在
地
に
あ
っ
た
お
寺
、
開
府
時

に
新
し
く
建
立
さ
れ
た
寺
な
ど
が
あ
り
、
歴
史
探
訪
に
も
見
ご
た
え
の
あ
る
コ
ー
ス
で
す
。

心
の
散
歩
道

※●は現在その場所に現存していない建造物等を示しています。

十
二



❶売布神社
水戸の神・祓

はらい

戸
ど

の神
　「出雲風土記」に名のみられる古代からのお社
で、白潟全域の氏神様です。人々は、「白潟大明神」
や「橋姫さん」と親しみを込めて呼んでいます。
　境内には、名工「小林如泥」「荒川亀斎」の彫り
物や絵馬が納められています。

❷出世稲荷神社
開運出世、商売繁盛、五穀豊

ほ う

穣
じょう

、安産、他に文武、
水運、病気平

へい

癒
ゆ

の神
　もとは松江城のある亀田山にありましたが、堀尾
氏築城の際、松江の守護神として藩細工所（現在県
民会館）にお祀りされました。明治に民有となり現
在地に移りました。松江三大稲荷（石橋町・児守稲
荷、東本町・船玉稲荷）の一社で、信仰する人々に
は出世する人が多いということで評判になりました。

❸白潟天満宮
学問の神（菅

す が

原
は ら

道
み ち

真
ざ ね

公）
　保元年間、広瀬富田城内に建立され、松江築城の
際、堀尾氏によって現在地に奉還されました。以
来、地名から白潟天満宮と称され歴代藩主に崇敬さ
れました。明治以後は「学問の神」として庶民にも
親しまれ今日に至っています。本殿南には小林如泥
作といわれる厳島神社があり、西には榎小路から移
された榎荒神が祀られています。

歴 史 と 自 然 溢 れ る 古 寺 、古 神 社

　 　 　 古 代 人 の 誇 り が 感 じ ら れ ま す
白潟の誇り

C西光寺　真宗
　もと常陸国で、親鸞聖人の
直弟子の唯円が開祖。室町時
代に時の住職が川津市成に移
し、その後堀尾氏開府に伴い
現在地に移りました。境内に
は名大関「雷電為右衛門」の
墓があります。

D慈雲寺　日蓮宗
　天正２年（1574）広瀬富
田城下に建立。松江開府に際
し現在地に移転しました。藩
政時代は士族の寺で格式ある
特別の寺とされました。庫裏
は母里藩下屋敷が移築された
もので、鴨居や引き戸には美
しい葵紋が当時を物語ってい
ます。

J誓願寺　浄土宗
　広瀬町富田にあり、堀尾氏
の菩提寺。松江開府に際し現
在地に移転。堀尾吉晴の寄進
で建てられました。元禄年間
火災により全焼しましたが、
時の上人により再建され今日
に至っています。楼門は時の
藩主松平吉透が再建、昭和の
始め修理不能となり現在の門
が作られました。

H全龍寺　曹洞宗
　堀尾開府以前に開かれたお
寺です。何度かの火災にあっ
ていますが、総石作りの秋葉
大権現は唯一火災から免れた
小詞です。白潟輩出の俳人

「山内曲川」の菩提寺です。

E長満寺　日蓮宗
　天正５年（1577）広瀬富
田城下に建立。松江開府に際
し現在地に移転しました。
　境内には、小泉八雲と生涯
親交の深かった松江中学教頭
で英語教師「西田千太郎」の
お墓があります。又、名工

「小林如泥」作のはしごが保
存されています。

F久成寺　日蓮宗
　文明年間広瀬富田城下に建
立。松江開府に際し現在地に
移転しました。境内には「日
本スポーツの父」岸清一博士
と「打出の小槌を振る男」と
言われ藩財政改革に功のあっ
た村上喜一郎の墓がありま
す。石碑に手を合わせ、なで
ながらご利益を頂かれたらい
かがでしょう。

I常教寺　日蓮宗
  永享６年（1434）雑賀町
に建立。松江開府に際し現在
地に移転しました。鐘楼堂欄
間彫刻は荒川亀斎14歳時の
作。本堂の切妻の彫刻は荒川
亀斎の手により、今も道路か
ら塀越しに見ることが出来ま
す。名工「小林如泥」の菩提
寺です。

G龍昌寺　曹洞宗
　足利時代、湖から発見され
た十一面観音像が、湖畔近く
の花屋寺に安置されました。
堀尾氏開府に従い、文明五年

（1473）現在地に移り龍昌
寺となりました。ラフカディ
オ・ハーンが非常に興味を示
した石地蔵や16羅漢があり
ます。

B善導寺　浄土宗
　知恩院の末寺。松平直政公
に従って信州松本からこの地
に移転しました。境内には地
蔵堂と稲荷神社が祀られてい
ます。
　地蔵堂には乳護地蔵と咳地
蔵があり、境内の稲荷神社に
は荒川亀斎作の白狐一対が納
められています。

A本龍寺　真宗
　もと広瀬富田城下にありま
したが、松江開府の際堀尾氏
に従い現在地に移りました。
豪商岡崎屋の菩提寺。本堂は
岡崎屋の建立、道路からみえ
る破風の龍彫刻と本堂正面の
彫刻は、野中銀七（小林如泥
の弟子）作と云われます。

十
三

六．神仏巡りコース



❶❶

❻❻

❼❼

❷❷

❺❺
❹❹

❸❸
NHK

松江放送局跡

白潟公民館

嫁島橋

天神川

如泥石
護岸跡

ウィステリア
天神

島根県立美術館

宍道湖うさぎ

嫁ヶ島

袖師地蔵

湖岸如泥石

夕日スポット

青柳楼の大灯籠

玄丹お加代胸像

山陰合同銀行

白潟公園

白潟ギャラリー

出雲ビル

燈籠

地蔵堂
卍

三宝荒神社
卍

アゴン小路
ナダコン小路

花屋小路

佐田屋小
路

井戸（出世）小
路

肥後屋小
路

玄関小
路（佐姫

通り）

浜小路

地蔵小
路

来海屋
灘通り

三味線
小路

大芦屋
灘通り

糀屋通り

菅井屋小
路

半平灘通り

新屋小路

新
丁
裏
小
路

榎小路

START

袖師町

横浜町

灘町

灘町

魚町

白潟本町

天
神
町

天
神
町

灘町
（大工町）

スティックビル

NHK
松江放送局

　
こ
の
コ
ー
ス
は
近
代
的
な
美
術
館
や
親
水
湖
岸
・
公
園
を
歩
き
ま
す
。
約
四
百
年
前
、
城
下
町
が
形

成
さ
れ
た
頃
に
人
び
と
も
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
宍
道
湖
の
風
情
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
湖
面
に

映
え
る
美
術
館
か
ら
北
へ
、
白
潟
公
園
を
歩
い
て
自
然
美
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

七
．
美
術
館
と

　
　
　
　

湖
の
四
季
を
楽
し
む
コ
ー
ス

自然美と
　　　風情にひたる

基点：宍道湖うさぎ（県立美術館付近の湖岸）　距離：1㎞／所要時間：40分

十
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季節限定

　沈んでいく真っ赤な太陽と共に、
刻々と変化する湖面や山々に雲。
　宍道湖の夕景は、見る場所や季節
により違う表情を見せてくれます。
　湖岸の小路から見る夕日もいいも
のです。時空を越えて古の人々と思
いを共有できそうです。風情をお楽
しみください。

　美術館周辺から宍道湖大橋へ、湖

面を渡るさわやかな風を感じなが

ら、美しい宍道湖や嫁が島の景色を

楽しんで下さい。周辺には昔ながら

の小路や蔵、地蔵さんや燈籠などが

あり、かつて栄えた町屋の姿を想像

しながらゆったりと時間を過ごして

下さい。

　冬季限定です。放射冷却現象で気

温が急に下がった日の朝、宍道湖は

深い朝霧に包まれます。「霧のまち

松江」の幻想的な風景をお楽しみく

ださい。「宍道湖の風物詩・しじみ

漁」が行われる日であれば、霧の中

から突然現れる舟の姿は絵になる風

景です。

❹青
あお

柳
やなぎ

楼
ろう

の大
だい

燈
とう

籠
ろう

　明治初期、庶民の遊興地であっ
た天神裏の青柳楼の庭に立ってい
ました。当時は宍道湖の波打ち際
にあり燈台の役目を持っていまし
た。隣には侠女玄丹お加代が芸妓
として働いていた鳴玉楼がありま
した。

❶宍
しん

道
じ

湖
こ

うさぎ
　島根県立美術館の少し
湖畔よりの芝生へ足を運
ぶと、縁結びスポット
としても人気の12匹の

「宍道湖うさぎ」がいま
す。湖から２番目のうさ
ぎに、西を向きながら触
ると幸せが訪れるという
噂が広まり女性ファンが
急増中です。

❺玄
げん

丹
たん

お加
か

代
よ

胸像
　松江藩士の娘として生まれたお加代は、目を病
んだ父を助けて芸妓となり、幕末に鎮撫使一行が
来松した折り、一行を接待し、藩を難局から救い
ました。

❷湖
こ

岸
がん

の如
じょ

泥
てい

石
いし

　湖岸が波で浸食されるのを防ぐた
め、名工小林如泥が考案したと云われ
ています。臼状の来待石の表面に溝を
彫り、運びやすく消波に役立つように
なっています。白潟公園夕日スポット
や横浜町半平灘通りの溝で見ることが
できます。（現在はじょでいとも言わ
れています。）

❸夕
ゆう

日
ひ

スポット
　国道９号線に沿っ
た白潟公園の湖岸に
あります。天気の良
い夕方には嫁ヶ島と
ともに茜色に染まる
美しい夕日が見える
絶景ポイントです。

白潟の風情
白 潟 の 人 び と が
継 承 し て き た 景 色 の 一 つ 一 つ が 意 味 を 持 ち
当 時 の 風 情 を 思 い 起 こ さ せ て く れ ま す

【夕日を楽しむ（夕日コース）】 【散策を楽しむ（昼間コース）】 【霧の宍道湖を楽しむ（朝霧コース）】

❻嫁
よめ

ヶ島
しま

　宍道湖唯一の島。島
の西側には弁天さまを
祀る竹生島神社があ
り、東側に鳥居、さら
に、30本ばかりの松
が風情をそえています。
　悲運の若妻の伝説か
ら嫁ヶ島の呼び名にな
りました。

❼袖
そで

師
し

地
じ

蔵
ぞう

　その昔、嫁ヶ島沖は潮の流れが速い
難所であって、ここを通過する舟は
度々遭難し、この水難を供養するため
に建てられたと伝えられています。
　来待石の袖師地蔵は高さが2．5m。
一回り小さい御影石製が石灰地蔵です。

宍
しん

道
じ

湖
こ

のしじみ
　宍道湖でとれるしじみは大
和 し じ み で す。 操 業 は 月、
火、木、金曜日に限られてい
ます。全国の総漁獲量の４割
がとれます。

十
五

七．美術館と湖の四季を楽しむコース



〈
表
紙
写
真
〉
天
満
宮
前
よ
り
商
店
街
を
望
む

　明
治
三
十
年
代

　天
神
町 

高
橋 

英
二
氏
所
蔵

〒690-0065  松江市灘町１-57　白潟公民館内
TEL  (0852)22-7147

1月
20時

19時

18時

17時

16時

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

宍道湖の夕日
見ごろ時間の目安

あ
な
た
は
ど
の
コ
ー
ス
を
選
び
ま
す
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―
―
―

START START

START

い
に
し
え
の
か
お
る
懐
か
し
き
情
景  ―

―
―
―

おわりに
　白潟の地は、社寺地、町人地、遊興の地などに分かれて、その間を沢山の
小路や横丁で結ばれています。町には、江戸期に栄えた大店、路地裏に残る
地蔵さん、町人が日々利用した共同井戸などの跡もあり、当時の人びとの喜
怒哀楽に思いを馳せることができます。
　本書が発行された当時から町の様子は変わり、今後も大橋川改修に伴い大
きく変貌していくことでしょう。本書はすでに存在しなかったり場所が変
わったりした建物やその記載があることはご容赦ください。しかし白潟の住
民が結集し、「わがとこの歴史を学び、後世に伝える」成果として作成され
た本書が、いつの時代にあっても、町を自分の足で歩こうとする方々を、白
潟の魅力溢れる楽しい旅にいざなってくれるものと信じてやみません。 （無断複製禁止）

印 刷　黒 潮 社

宍道湖の描き方は堀尾時代の画法

白潟まちあるき委員会
平成22年10月24日　発行
令和５年11月１日　改訂

七

五

四

三

二

一


